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要 約   

アニリド系殺菌剤である「ボスカリド」（CASNo． 

種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（レタス、  

ぶどう及びいんげんまめ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性  
毒性（ラット及びマウス）、急性神経毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット、マウ  

ス及びイヌ）、慢性毒性（ラット及びイヌ）、発がん性（ラット及びマウス）、2世  

代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、ボスカリド投与による影響は、主に甲状腺及び肝臓に認められ  

た。神経毒性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。  

ラットを用いた発がん性試験において、甲状腺ろ胞細胞腺腫の増加傾向が認めら  

れたが、本所見には有意差が認められず、また、遺伝毒性試験がすづて陰性であ  

ったことから、腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、本剤の評価  

にあたり閉値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験の無毒性量の最小値が、ラットを用いた2年間慢性毒性試験の4．4mg／kg  

体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除した0．044mg／kg  

体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ボスカリド  

英名：boscalid（ISO名）  

3．化学名  

IUPAC  

和名：2－クロローjV（4，－クロロビフェニルー2イル）ニコチンアミド  

英名：2－Chloro－N（4，－Chlorobiphenyl－2－yl）nicotinamide  

CAS（No．188425・85－6）  

和名‥2－グロロー〃（4，－クロロ［1，1’－ビフェニル］－2イル）甘  

ビリジンカルポキシアミド  

英名：2－Chloro－N（4，TChloro［1，1，－biphenyl］－2－yl）一3－  

pyridinecarboxamide  

5．分子量  

343．21  

4．分子式  

C18H12C12N20  

6．構造式  

Cl  

7．開発の経緯   

ボスカリドはアニリド系殺菌剤であり、1由2年にドイツのBASF社により   

発見された。ミトコンドリア内膜のコハク酸脱水素酵素系複合体の電子伝達を   

阻害することで灰色かび病、菌核病の生育に影響を示す。   

我が国では2005年1月になす、きゆうり、りんご、なし等を対象に初めて   

登録されている。諸外国では米国、カナダ、韓国、ドイツ、英国等で登録され   

ている。   

今回、BASFアグロ株式会社より農薬取締法に基づく適用拡大申請（ししと   

う、かき、うめ、すもも等）がなされている他、セルリー及び大麦へのインポ   

ートトレランス申請がなされている。  
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Ⅱ■．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、ボスカリドのビフェニル基を14Cで均一に標識   

したもの（［bip－14C］ボスカリド）及びビリジン環3位を14Cで標識したもの  

（［pyr－14C】ボスカリド）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特   

に断りがない場合はボスカリドに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略   

称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

く1）吸収   

（D吸収率  

胆汁中排泄試験［1．（4）②］より得られた胆汁、尿及びカーカス1中排泄率の   

合計から求めた吸収率は、50mg／kg体重（以下、［1．］において「低用量」   

という。）投与群では約56％、500mg／kg体重（以下、［1．］におい て「高用   

量」という。）投与群では14～15％が吸収されたと考えられた。（参照2）  

②血中濃度推移   

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に、［bip－14C］ボスカリドを低用室また  

は高用量で単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。   

血祭中放射能濃度推移は表1に示されている。   

血簾中放射能は8時間後に最高濃度（Cmax）に達した。消失は緩やかで、  

消失半減期（Tl／2）はα相で約7～9時間、β相で約20～42時間であった。（参  

照2）  

表1血安中放射能濃度推移  

投与量（mg／kg体重）  50  500   

性別  雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）  8   8   8   8   

Cmax（いg／g）  1．54   1．58   4．46   3．77   

α相   7．2   8．2   8．0   9．1  
T 

β相   41．7   30．1   20．2   27．4   

く2）分布  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に、【bip－14C］ボスカリドを低用量または   

高用量で単回経口投与、あるいは【pyr－14C］ボスカリドを高用量で単回経口投   

与し、体内分布試験が実施された。また、Wistarラット（雌雄各4匹）に   

非標識体のボスカリドを高用量で14日間反復投与後、【bip－14C］ボスカリド  

1組織・臓器を取り除いた残渡のことをカーカスという（以下、同じ）。  
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を高用量で単回経口投与し、反復投与による体内分布試験も合わせて実施さ  

れた。   

主要組織における残留放射能濃厚は表2に示されている。   

組織中濃度は、標識位置の違いによる差はみられなかった。すべての投与  

群において、甲状腺、肝臓、骨髄等で比較的高い残留放射能が認められた。  

（参照2）  

表2 主要組織における残留放射能濃度（ドg／g）  

標識体  投与条件  性別   試験終了時☆   

甲状腺（0．20）、肝臓（0．13）、胃内容物（0．08）、腎臓（0．07）、  

骨髄（0．06）、腸管内容物（0．05）、肺（0．04）、血球（0．03）、  

雄  
副腎（0．03）、腸管（0．03）、皮膚（0．03）、骨（0．02）、胃（0．02）、  

膵臓 叫02）、牌臓（0．02）、カーカス（0．02）、心臓（0．01）、  
50  精巣（0．01）、筋肉（0．01）、脳（0．01）、脂肪組織（0．01）、血  

mg／kg体重  渠（0．01）  

（単回）  甲状腺（0．23）、胃内容物（0．11）、肝臓（0，10）、腸管内容物（0．07）、  

腎臓（0．06）、骨髄（0．06）、肺（0．05）、腸管（0．04）、皮膚（0．04）、  
雌            副腎（0．03）、血球（0．02）、牌臓（0．02）、卵巣（0．02）、脂肪  

組織（0．02）、膵臓（0．02）、胃（0．02）、カーカス（0．02）、子  
官（0．01）、筋肉（0．01）、骨（0．01）、心臓（0．01）  

甲状腺（3．03）、骨髄■（2．09）、肝臓（0．45）、牒j腎（0．37）、腸  
管内容物（0．36）、カーカス（0．35）、腎臓（0．27）、胃内容物（0．25）、  

雄            肺（0．18）、皮膚（0．16）、血球（0．14）、牌臓（0．10）、脂肪組  

織（0．10）、脳（0．08）、骨（0．08）、心臓（0．07）、膵臓（0．07）、  
【bip－14C］  500  胃（0．07）、腸管（0．07）、精巣（0．04）、筋肉（0．04）、血祭（0．02）  

ボスカ                                                                 mg／kg体重  甲状腺（1．21）、骨髄（0．92）、腎臓（0．36）、肝臓（0．30）、胃   

リド   （単回）  内容物（0．24）、腸管内容物（0．21）、副腎（0．20）、カーカス（0．15）、  

脂肪組織（0．14）、血球（0．13）、肺（0．13）、牌臓（0．13）、腸  
雌                   管（0．09）、皮膚（0．09）、心臓（0．08）、卵巣（0．08）、骨（0■08）、  

胃（0．08）、子宮（0．07）、膵臓（0．07）、脳（0．04）、筋肉（0．03）、  

血祭（d．01）  

骨髄（4．86）、胃内容物（2．19）、脇管内春物（1ヰ9）＼甲状腺（1．46）、  

肝臓（1．00）、カーカス（0．75）、血球（0．68） 

雄  

胃（0．23）、脂肪組織（0．22）、膵臓（0．20）、牌臓（0．15）、筋  
500  肉（0．11）、心臓（0．10）、脳（0．06）、精巣（0．05）、血祭（0．04）  

mg／kg体重  骨髄（4．96）、甲状腺（2．61）、カーカス（0．77）、骨（0．69）、  

（反復）  肝臓（0．67）、腸管内容物（0．55）、胃内容物（0．49）、血球（0．41）、  

副腎（0．41）、腎臓（0．36）、腸管（0．34）、脂肪組織（0，24）、  

雌                  肺（0．24）、卵巣（0．23）、皮膚（0．23）、膵臓（0．22）、胃（0．19）、  
牌臓（0て17）、子宮（0．14）、心臓（0．13）、筋肉（0．11）、脳（0．06）、  

血祭（0．06）   

甲状腺（1．65）、肝臓（0．90）、骨髄（0．66）、腸管内容物（0．55）、  

［pyr・14C］  500  
胃内容物（0．54）、腎臓（0．50）、副腎（0．28）、脳（0．28）、腸  
管（0．23）、肺（0．23）、血球（0．21）、胃（0．21）、皮膚（0．20）、  

ボスカ リド   mg／kg体重 （単回）  雄                 牌臓（0．18）、膵臓（0．18）、カーカス（0．18）、心臓（0．15）、     脂肪組綴（0 
．15）、骨（0．14）、筋肉（0．11）、精巣（0．07）、血衆  

（0．05）   
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甲状腺（1．48）、骨髄（0．83）、肝臓（0．47）、腎臓（0．41）、胃  
内容物（0．34）、副腎（0．28）、腸管内容物（0．21）、血球（0．19）、  

障臓（0．17）、腸管（0．17）、皮膚（0．16）、カーカス（0．16）、  

肺（0．15）、卵巣（0．15）、脂肪 
（0．14）、胃（0．14）、心臓（0．11）、子宮（0．10）、筋肉（0．09）、  

脳（0．06）、血祭（0．03）  

☆：単回経口投与群では投与168時間後、反復投与群では投与120時間後  

（3）代謝物同定・定量  

排泄試験［1．（4）①］における投与後48時間の尿及び糞、胆汁中排泄試験   

［1．（4）②］における投与後48時間の胆汁（雄のみ）、体内分布試験［1．（2）］   

における投与8時間後の肝臓、腎臓及び血祭を試料として、代謝物同定・定   

量試験が実施された。  

尿、糞及び胆汁中の代謝物は表3、肝臓及び腎臓中の代謝物は表4に示さ  

れている。  

尿中からは、主要代謝物としてB、C等が親化合物より多く認められた。   

糞中からはいずれの投与群においても親化合物が最も多く認められ、他にB、   

G等が認められた。胆汁中からは親化合物は認められず、主要代謝物として   

C、F等が認められた。反復投与群では、いずれの試料においても単回投与   

群と同様な傾向が認められた。  

肝臓及び腎臓中からは、いずれの投与群からも親化合物が認められ、肝臓   

中からはC、0、Q等、腎臓中からC、B、F等が認められたがいずれも微  

量であった。  

血祭中からは親化合物、B、C、G及びSが認められたが、いずれも  

0．01％TAR以下であった。  

ボスカリドのラットにおける主要代謝経路は、ビフェニル基の水酸化また  

はグルタチオン抱合、あるいはビリジン環クロール基とグルタチオンのチオ   

ール基との置換であると推察された。（参照2、3）  

表3 尿、糞及び胆汁中の代謝物（％TAR）  

標識体   投与条件  性別  試料  親化合物   代謝物   

【bip－14C】   50 B（9．6）、C（3．0）、S（1．10）、K（0．57）、F   

ボスカリ  
尿  

（0，48）、N（0．18）、E（0．08）  

ド   （単回）  雄  糞   41二0   B（21．8）、K（6．2）、G（4．9）、Ⅰ（2．3）、Y（0．60）  

C（19．3）、F（14．2）、B（1．7）、D（1．5）、Ⅴ  
胆汁  

（1．3）、W（0．27）  

B（15．8）、C（4．3）、S（2．3）、F（0．59）、Ⅹ  
雌   尿   0．06  

（b．46）、N（0．25）、、E（0．22）   
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標識体   投与条件  性別  試料  親化合物   代謝物  

B（19．0）、G（7．6）、Y（4．0）、K（3．8）、S（2．8）、  
糞   30．5  

F（1．9）、Ⅰ（0．53）  

B（1．0）、C（0．69）、N（0．22）、G（0．16）、K  
尿   0．16  

（0，05）、F（0，03）、S（0．03）  

雄  糞   80．4   G（7＿0）、B（4．1）、Ⅰ（1．3）、S（0．42）、Y（0．32）  

500mg／kg  C（4，8）、F（3．6）、Ⅴ（0．41）、B（0，28）、D  

体重  
胆汁  

（0．21）、L／M（0．10）、W（0．09）  

（単回）  C（2＿4）、B（1．5）、S（0．18）、K（0．10）、N  
尿   0．04  

（0．08）、F（0＿07）、E（0．04）  
雌  

B（5＿5）、G（3．0）、Y（1．4）、S（0．63）、Ⅰ（0．58）、  
糞   68．3  

N（0．20）   

B（2．9）、N（0，48）、J、（0＿34）、K（0．26）、F  

尿   0，07  （0．17）、R（0，10）、C（0．08）、S（0．04）、E  
雄  

（0．01）  
【pyr－14Cl  

糞   72．9   G（7．6）、B（4．8）、Y（0．46）  
ボスカリ  体重  

C（1．6）、B（0．94）、S（0．26）、E（0．01）、F  
ド   （単回）  

尿   0．02  （0．03）、J（0－04）、K（0．06）、N（0．05）、R  
雌  

（0．07）、  

糞   70．2   B（4．4）、G（3．8）、Y（0．25）   

B（1．3）、N（0．26）、C（0．22）、Ⅹ（0，14）、J  
尿   0．11  

雄  （0．06）、F（0．04）、S（0．02）  
［bip－14C】  

糞   85．2   G（2．6）、B（2．5）、Ⅰ（0．14）、Y（0．14）  
ボスカリ  体重  

B（1．9）、d（1．0）、S（0，26）、F（0．08）、D  
ド   （反復）  

雌   
尿   0．05  

（0，07）、・K（0．04）、E（0．02）  

糞   75．8   B（12．6）、G（1．41）、K（0．51）   

－：検出されず。  

表4 肝臓及び腎臓中の代謝物（％TAR）  

投与量  
標識体  

性  
試料  親化合物   代謝物   

（mg／kg体重）   別  

【pyr－14C］   C（0．29）、Q（0．24）、0（0．14）、B（0，13）、   
50   肝臓   0．02  

ボスカリ  P（0．10）、G（0．05）、N（0．03）、F（0．02）  

ド  
雄  

C（0．03）、B（0．01）、F（＜0．01）、G（＜0．01）、  
腎臓   0．01  

N（＜0．01）、R（＜0．01）  

C（0．38）、‾0（0．26）、Q（0．14）、B（0．09）、  
雌  肝臓   0．03  

G（0．05）、P（0．05）、F（0．04）   
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F（0．06）、C（0．02）、S（0．02）、B（0．01）、  
腎臓   0．03  

G（く0．01）  

C（0．22）、0（0．16）、Q（0．05）、B（0．03）、  
肝臓   0．01  

G（0．03）、R（0．03）、F（0．02）、R（＜0．01）  
雄  

C（0．01）、B（く0．01）、F（＜0．01）、G（＜0、01）、  
腎臓   0．01  

T（＜0．01）  
500  

C（0．20）、0（0．15）、P（0．10）、R（0．05）、  
肝臓   0．01  

G（0．04）、B（0．03）、F（0．01）  
雌  

F（0．06）、C（0．01）、B（＜0．01）、G（く0．01）、  
腎臓   0．02  

S（＜0．01）   

（4）排泄  

（D尿及び糞中排泄  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に、【bip－14C］ボスカリドを低用量また   

は高用量で単回経口投与、ある・いは［pyr－14C】ボスカリドを高用量で単回経口   

投与し、排泄試験が実施された。また、Wistar 

標識体のボスカリドを高用量で14日間反復投与後、【bip－14C】ボスカリドを   

高用量で単回経口投与し、反復投与による排泄試験も合わせて実施された。  

尿及び糞中排泄率は表5に示されている。  

いずれの投与群においても排泄経路に性差は認められなかったが、低用量   

群での尿中排泄率が高用量群よりやや高くなる傾向が認められた。14 日間   

の反復投与による前処理は、排泄経路及び速度に大きな影響を与えなかった。   

（参照2）  

表5 尿及び糞中排泄率（％TAR）  

標識体  〔bip・14Clボスカリド  【pyr－14C］ボスカリド   

50mg／kg体重   500mg／kg体重   500mg／kg体重  500mg／kg体重  
投与条件  

（回）  （単回）  （反復）  （単回）   

性別  雄   雌   雄   雌   雄   雅   雄●   煙   

投与後  尿  13．4  13．3   1．8   2．4  1．6   2．6   2．9   2．6  

24時間  糞  71．9  64．6  86．0  83．8  78．0  88．5   72．3   87．7   

尿  16．4  1畠．7   2．7   2．9   2．6   4．0   5．2   3．8  
試験終了時☆  

糞  84．9  79．3  90．7  97．4  94．9  98．5   89．6   92．2   

☆：単回経口投与群では投与後168時間、反復投与群では投与後120時間  

②胆汁中排泄   

胆管カニューレを装着したWistarラット（一群雌雄各4匹）に、【bip・14C】  
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ボスカリドを低用量または高用量で単回経口投与し、胆汁中排泄試験が実施  

された。   

投与後48時間の胆汁、尿及びカーカス中排泄率は表6に示されている。   

胆汁中へは投与後48時間までに低用量群で総投与放射能（mR）の約  

39～40％、高用量群で1卜12％mRが排泄された。（参照2）  

表6 投与後48時間の胆汁、尿及びカーカス中排泄率（％TAR）  

投与量   50mg／kg体重  500mg／kg体重  

性別   雄   雌   雄   雌   

胆汁   39．3   39．9   10．7   11．9   

尿   16．4   15．7   2．7   2．9   

カーカス   0．04   0．04   0．04   0．02   

推定吸収率   55．7   55．7   13＿5   14．8   

2．植物体内運命試験  

（1）レタス  

2葉期のレタス（品種：Nadine）の苗をポットに移植し、［bip－11C］ボスカ   

リドまたは［pyr－14C】ボ不カリドを、移植8、22及び36日後に1回あたり  

700g ai／haで計3回茎葉散布し、植物体内運命試験が実施された。最終散  

布18日後に茎葉部が採取された。  

採取された茎葉部の総残留放射能濃度は17．5～17．6mg／kgであり、抽出さ  

れた放射性物質はほぼすべてが親化合物であった。  

ボスカリドはレタスにおいてほとんど代謝されないことが推察された。  

（参照5）  

（2）ぶどう  

ぶどう（品種‥Mueller－Thurgau）に［bip－14C］ボスカリドまたは【pyr－14C］   

ボスカリドを、800gai／haで計3回茎葉散布（初回散布13及び54日後）   

し、植物体内運命試験が実施された。最終散布45日後に果房及び茎葉部が   

採取された。  

採取された果実、果柄及び菓部の総残留放射能濃度は1．18～2．07、   

12・4～19・6及び43．7～63・4mg／kgであり、このうち親化合物は果実、果柄及   

び菓部で総残留放射能（TRR）の92．2～92．7、96．4～97，6及び95．6～96．1％   

検出された。  

ボスカリドはぶどうにおいてほとんど代謝されないことが推察された。  

（参照6）  
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（3）いんげんまめ  

開花始期のいんげんまめ（品種：Hild＞sMaxi）に【bip・14C］ボスカリドまた   

は［pyr－14C】ボスカリドを500gai／haで茎葉散布し、その後8～10日間隔で2   

回散布し、植物体内達命試験が実施された。最終散布14～15 日後（未成熟   

期）及び5ト53日後（成熟期）の子実、さや及び茎葉部が採取された。  

未成熟期の子実、さや及び茎葉部の総残留放射能濃度は0．067～0．198、   

0．108…0．903及び17．0～66．2mg／kg、成熟期では0．126～0・205、1・37～6・12   

及び93．8～127mg／kgであった。このうち、親化合物は未成熟期の子実、さ   

や及び茎葉部で64．9～87．5、87．0～96．7及び98．4～98．6％TRR、成熟期で   

36．9～72．0、79．7～94．5及び93．6～95．1％TRR検出された。同定された代謝物   

は、【pyr－14C］ボスカリド処理群では、Qが未成熟期の子実及びさやから10・0   

及び2．2％TRR、成熟期の子実及びさやで1．7及び1．1％TRR、［bip－14C］ボス   

カリド処理群でUが成熟期の茎葉部で0．50％TRR検出された。  

ボスカリドのいんげんまめ中における主要代謝経路は、アミド結合の開裂   

であると考えられた。また、ビフェニル基が水酸化した想定代謝物が推察さ   

れ、さらには想定代謝物の抱合化が推察された。（参照7）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験   

【bip－14C】ボスカリドまたは［pyr－14C］ボスカリドを砂質壌土（ドイツ）にそ   

れぞれ0．99または1．02mg／kgとなるように添加し、20℃、暗所で、364日  

間インキュべ－ションして、好気的土壌中運命試験が実施された。   

【bip－14C］ボスカリド処理土壌では、非抽出性放射能は試験開始266日後で   

総処理放射能（TAR）の62．7％に達し、364日後には60．0％TARとなった。   

14CO2の発生量は、累積で15．5％TARであった。［pyr－14C］ボスカリド処理土   

壌では、非抽出性放射能は364日後に50．1％TARに達し、14CO2は累積で  

25．4％mRであった。  

抽出性残留放射能は経時的に減少し、364日後では17．8～18．4％mRであ  

った。このうち、ボスカリドは16．7～17．3％mR、分解物のうちS及びTが  

0．卜0．2％mR及び0．1％mR以下検出された。ボスカリドの推定半減期、90％  

分解期間はそれぞれ108及び360日であった。  

ボスカリドは好気的土壌中で緩やかな分解を受け、主要分解経路はビリジ  

ン環の水酸化．（T）またはビリジン環のクロール基の水酸化（S）であると考  

えられた。（参照8）  
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（2）嫌気的土壌中運命試験   

【bip－14C］ボスカリドまたは【pyr－14C］ボスカリドを、水深1～2mm（乾土あ   

たり0．41mL／g）となるように蒸留水を加えたドイツ土壌（砂質壌土：約100   

g）に［bip－14C］ボスカリド処理群では1または30mgai／kg、［pyr－14C］ボスカ   

リド処理群では1mgai／kgとなるように添加し、20℃、暗所で120日間イ   

ンキュべ－ 卜する嫌気的土壌中運命試験が実施された。  

1mgai／kg処理群の抽出性残留放射能は経時的に減少し、試験終了時には   

73．9～84：2％mRとなった。このうち、ボスカリドは73．6～77．0％mR、同定   

された分解物として、［pyr－14C］ボスカリド処理群ではQが6．7％mR、  

［bip－14C］ボスカリドの30mg／kg処理群ではH、S、T等が認められた。14CO2   

は試験終了時に0．ト0．4％mR認められた。ボスカリドの嫌気的土壌中条件   

下における推定半減期は26ト345日であった。  

ボスカリドは嫌気的土壌中であまり分解を受けず、主要分解経路はビフェ   

ニル環部分とビリジン環部分のアミド結合の開裂であると考えられた。また、   

わずかながら、ビリジン環の水酸化（T）、ビリジン環のクロール基の置換（H）   

または水酸化（S）が起こると考えられた。（参照9）  

（3）土壌表面光分解試験   

［pyr－14C】ボスカリドを最大容水量の40％に水分を調整したドイツ土壌（砂   

質壌土）に乾土あたり4．6ト1g ai／gとなるように添加し、22±1℃で15日間   

キセノン光（光強度：3mW／cm2、測定波長：290nm）を照射する土壌表面   

光分解試験が実施された。  

ボスカリドの土壌表面における光分解性は緩やかで、試験終了時に親化合   

物i享90．6％TAR、14CO2は0．2％TAR認められた。推定半減期は135日で、   

暗条件下での分解は認められなかった。（参照11）  

（4）土壌吸着試験  

4種類の国内土壌［埴壌土（和歌山及び高知）、壌土（北海道）及び砂土   

（宮崎）］を用いて土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは15．5～37．2、有機炭素含有率により補正し   

た吸着係数Kocは672～1，760であった。（参照12）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験  

［bip－14C］ボスカリドをpH4／5（pH4：50℃、PH5：25℃、いずれもクエ   

ン酸）、pH7（リン酸）及びpH9（ホウ酸）の各緩衝液に濃度3mg／Lにな  

るように添加した後、50℃で5日間または25℃で30日間それぞれインキュ  

ベーションする加水分解試験が実施された。  

16   




